


















































































and Psychological Symptom of Dementia；以
下BPSD）の対応は，個別ケアが求められる場面が
多く，生活を継続性するためには介護職員のみなら
ず，家族・地域コミュニティなどの協力が欠かせな
いといわれている．
　リンショーピン市では，認知症ケアの質の向上の
ためにBPSDレジスター（登録）の制度とともにス
タッフの教育制度が設けられている．また，地域の
介護施設を中心に，リンショ―ピン大学の教員，自
治体の三者が連携して，認知症ケアの実践蓄積のた
めに協力して合っている．そして，2018年現在まで
に120の研究開発プロジェクトと85の研究開発報告
および35の研究論文を通して，介護職の専門性の確
立とともに，パーソンセンタード・ケア体制を確立
している．
　ディスカッションでは，認知症高齢者400万人時
代を迎えている現在，認知症ケアに必要なことは何
かについて，介護施設のみならず，行政や大学など
を取り上げた地域協働とは何かなどそれぞれの役割
について意見交換が行われた．
 
３．「福祉機器や介護ロボットの現状」
日時：2018年10月18日（木曜日）19：00～21：00
場所：小手指商店街事務室
講演者： 村岡　慶裕　教授（早稲田大学人間科学
学術院）
　介護現場における介護負担や介護人員不足に伴っ
た国の施策の一つとして，福祉機器の開発やロボッ
ト技術の介護現場への導入・活用が進められている．
その一方で，開発された福祉機器やロボット技術は
現場になかなか普及されてない現状もある．そこに
は，成長を目指す開発者と維持を目指す介護現場の
間の認識のズレが影響している．
　この開発者と介護現場の認識のズレを埋めるため
には，まず，介護現場で求める福祉用具や介護ロボッ
トは，「代わり」ではなく補助やサポートであること，
介護現場の中心はロボットや介護機器ではなく，利
用者と介護職員であることというような，介護現場
の意見や主張の発信が重要であるとした．
４．「コミュニケーション支援とテクノロジー利用」
日時：2018年11月15日（木曜日）19：00～21：00
場所：小手指商店街事務室
講演者： 巖淵 守　教授（早稲田大学人間科学学術院）
　日常生活におけるコミュニケーションの場合、本
人の能力の問題として捉えれば、その対応は「治す」
「教える」という行為となる．一方で，社会的行動
と捉えて対策を考える場合は「援助」あるいは「支
援」の領域になり，必要な環境設定が求められる．
　そして，このような環境を設定するために，身
体が思うように動かない重度重複障害の意思伝達
が，どのような時に，身体のどこからその情報を認
識して表しているか，細心の注意が必要である．特
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に，コミュニケーションへの反応は，発音・表情な
ど身体の反応のみならず，時間や気候，明るさ，音
の大きさや違いによって微妙に変化があり，細心の
注意によって「快」や「不快」また「はい」や「い
いえ」の意思を読み取ることが可能である．
　このような取り組みは，介護場面における高齢者
や認知症の方とのコミュニケーションも同様で，利
用者の状態や反応の変化からニーズを捉え，その
ニーズから環境を作ることで，より支援の幅が広が
ると考えられた。
 
５．「すっきり排便のための生活習慣～生活習慣か
らの取り組み～」
日時：2018年12月20日（木曜日）19：00～21：00
場所：小手指商店街事務室
発表者： 齋藤　勝宏 氏（介護老人保健施設志木瑞
穂の里通所リハビリテーション主任）
　介護における生活づくりとは、水分・食事・排泄・
運動という生活を営為するための基本ケアを指しま
す。具体的に水分は1500ml、食事は1500cal、歩行
は２㎞、排便は- ５日まで、夜間排尿は０回を目標
とすることである．
　一方，高齢者の場合，認知機能やADLの低下に
よる夜間排尿の負担軽減のため水分摂取量を制限す
るなど，本人と介護者の理解不足によって慢性的な
脱水症になる方も少なくない．そして，今回は基本
ケアを「ただ、利用者に水分提供した」ということ
ではなく，第一選択のケアとして介護職員と家族を
対象にしたアセスメントから，水分摂取の理解と実
践を促した．
　その結果，覚醒水準や皮膚状態の向上や，座位の
姿勢や歩行状態が改善し，便秘の解消や夜間排尿が
減少することで，家族の介護負担感の軽減に繋がっ
たとのことであった．
　このような取り組みは，既存の「欠乏に提供する」
というような与えるための介護の工夫ではなく，利
用者と職員及び家族が「共に理解する介護の実践」
という側面からの介護を考える機会となった．
６．「所沢地区の地域密着型サービスについて」
日時：2018年１月17日（木曜日）19：00～21：00
場所：小手指商店街事務室
発表者： 小林　健太　氏（有限会社カイゴー本部
長）
　近年，増加する認知症高齢者や独居高齢者ができ
る限り住み慣れた地域で継続した生活を保障する，
地域密着型ケアに対する関心が高まっている．地域
密着型サービスでは民間事業者を含む多様な事業者
が，サービス供給主体として地域づくりに取り組ん
でいる．
 地域密着サービスの展開において地域との関係構
築が求められていることを認識しているものの，一
事業所として地域づくりに試行錯誤を経験している
ことが主な内容であった．
 今回の発表において会場からは，ボランティアな
ど地域住民の力と民生委員など地域ネットワークを
用いること，また社会福祉協議会との相談・連携の
必要など，活発な意見が交わされた．地域密着サー
ビスは介護保険事業所のみならず，行政・住民など
の悩みを共有し，今後の所沢地区における地域密着
型サービスの方向性を確かめる場となった．
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 ７．「施設における防災と避難安全計画」
日時：2018年２月21日（木曜日）19：00～21：00
場所：小手指商店街事務室
講演者： 佐野　友紀　教授（早稲田大学人間科学
学術院）
　施設の介護職員として最も大切なことは，燃やさ
ない（火を出さない・燃えにくくする）こと，安全
に逃がす（避難誘導、経路の確保）ことである．
　火災が発生してしまった際には，まずどんな規模
の出火でも真っ先に119番をしてから，消火器で初
期消火をし，初期消火が間に合わない場合には，火
災室より安全性の高い防火区画へ安全に逃がすこと
が大切である．やってはいけないことは，自分の身
を顧みず炎のなかに飛び込んでいくこととである．
また，火災だけでなく地震の際の注意ポイントや安
全な対処方法も紹介された．
　参加者からも様々な質問があり，夜勤の人が少な
い場合の対処の方法や、火災が発生してから何分で
逃げなければならないかなどの質問が出た．介護施
設では職員人数が限られていたり，身体が不自由な
方もいて，避難が難しいことは重々承知だが，とに
かく災害を想定した訓練を，まずは実際にやってみ
ることが大切とのことであった．
 
　以上が連続シンポジウムの報告である。これらシ
ンポジウムを通しての成果は二点あったと考えられ
る。第一には、申請者および人間科学学術院の教員
有志による講演により，介護に携わる参加者に対し
て知識の習得と新たな介護現場における人間科学の
可能性を提示することができた．第二は，介護現場
における取り組みや実践の共有を通して，介護の仕
事の価値を再認識するとともに，各々が抱える課題
や疑問に対して専門性の異なる参加者からのアドバ
イスによりその課題の解決の糸口を見出す地域貢献
ができたことである．
　今後も本シンポジウムは介護職・家族介護者・行
政・地域住民・大学が連携し，人間科学が地域にお
ける高齢者ケアにおける課題に対して，いかに有効
なアプローチを行い得るか，具体的に例示できるよ
う継続して行っていきたい．
